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5)英語には多くの二重母音があるが,韓国語の母音には純粋な二重母音は存在しない。    |
6)英語においては音の強勢,高低は弁別素性であるのに対して,韓国語においては,方
言において時々異音としての役割を果たすことはあるものの,一般的には特別な弁別   リ素性として機能しない。
7)韓国語には子音群は存在しない。





がある。英語においては下降二重母音であり,韓国語の場合は上昇二重母音である。    リ
12)英語の強勢のない音節の母音はほとんどいつも/O/,あるいはごく希には/i/の,い    |
ずれかの音に変化するが,韓国語の場合には母音は常に変化することはなヤゝ。
     |
このように英語と韓国語の音韻体系はかなり異なっており,類似した音でさえも非常に異なった異    |
音を持つことになる。日本語との比較でいえば,韓国語の音節は基本的に,「子音十母音十(子音)J    I
という組み合わせから成り立っており,日本語と同じ音節拍言語に属している。したがって,英語    |
解 ζ法謎 遭iど:岳手今争球矯 謂 乱 ♀:具再子岳弓子三第 愁 る耐 瑚 プ ξ 平
した観点から言えば,韓国語には日本語より多くの音素があり,「パッチム」という独特の子音有声    |
七報留:ゼ屎家ピ:ザF点
はあるものの,英語の発音に関する限り両言語はかなり近い環境にある   伸
2.韓国式発音の実際 (1)一― 音素の欠如による変則発音
英語の一部の音素が韓国語に存在しないことは,韓国人にとって英語の発音の修得がそれだけ困   
“
難だということになる。また,音韻規則の違いは,韓国人特有の発音が生まれる原因となっている。    |
具体的にみてみよう。例えば上の3)の摩擦音についてみると,英語の/f,v,0,δ,z,5/等は韓国語
には存在しないため,/f/をp/,/v/を/b/,/e/を/s/,/δ/を/d/,/z,5/を/j と発音する傾向にある(権    |









































































8‐1.5‐KA,NAM PO‐DONG CHUN6‐KU,PUSAN KOR[A












(10)I think that is very nice‐>Isケ%  々,aサ
















































(14) ′ight →  γight
また,/r/と/1/の差異の区別ができなくて,時には (13),(14)とは逆に/r/が/1/と発音される場合
もある。したがって,次のような混同も起きてくる。
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3.韓国式発音の実際 (2)一一韓国語の子音同化規則の影響
韓国語にはいくつかの子音同化の現象がある。その一つに,語末の無声閉鎖音が,後続の語の語
り    
頭の鼻音の影響を受けてそれに同化する, というものがある。一例を見てみよう。






(17)Wllat does r紡う''mean? →  覇hat does η物〆 mean P
(18)Hang″my coat,please.→ Hang筋物 my coat,please.
(19)a協うnOtebook       → a協陶 notebook
(20)Sto,nOw          → Sr9ηnOw
次は,/t,d/が次の語の語頭の/m,n/の影響によって 鼻音/n/に同化するタイプである。
(21)aうαプnews    → a肋%news
(22)ハリサnow      →  ^;θ%now
(23)ツケFι9サmy friend→ 〕イιιη my friend
(24)What month? →  T″物 η month?
第3の例は閉鎖音/k,g/の場合で,語末の/k,g/という閉鎖音が次の語の語頭の/m,n/と同化し
て/0/という鼻音に変化している。
(25)aうをmiStake  → aうグηg mistake
(26)abをneWS      →  aう力g news
(27)ab″読 market   → ab力ηg market
(28)You%》θ me happy→ You%αケηg me happy
















(33)He wilどηot agree with you.
(35)blaε々ink
(36)WhOse boo々is this P
(37)a cu夕of tea
(38)I geチup at seven.
→  fu′ ame






Whose boog is this P
a cuι of tea

















(1)10月21,22日の2日間開催され,`English Studies ?」apan I Past and Presenザ(山内久明 :東京大学),`A
General Survey of English Language Education in Japan'(小池生夫 :慶應義塾大学),`Engl sll Studies
from Asian Perspect?es'(柴谷方良 :神戸大学)の三報告がなされた。(ELS」Newsletter,No 73,1995,日
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本英文学会発行)
(2)例えば,JACET北海道支部の日韓交流国際パネル・デイスカッション(1993年, 7月24日),九州大学と韓国・
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